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5月6日〜7日　第13回24時間不断念仏会　増上寺光摂殿大広間

リ
ス
）�

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
氏

◆
十
七
時
～

　
　

林
海
庵
（
多
摩
市
）

�

笠
原
泰
淳
上
人

◆
十
九
時
～

　
　

マ
ル
ヴ
ェ
ー
ン
（
イ
ギ
リ
ス
）

�

ア
ミ
ダ
ト
ラ
ス
ト

◆
二
十
時
～

　
　

阿
弥
陀
寺
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

�

ウ
ィ
ル
ソ
ン
哲
雄
上
人

◆
二
十
一
時
～

　
　

菩
提
学
苑
（
台
湾
）

�

開
明
法
師

◆
二
十
二
時
～

　
　

普
陀
精
舎
（
台
湾
）

◆
二
十
三
時
～

　
　

�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏
教
セ
ン
タ
ー�

（
フ

ラ
ン
ス
）�

高
僧
光
隆
上
人

五
月
七
日
（
日
）�

◆
〇
時
～

　
　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
（
ア
メ
リ
カ
）

�

エ
リ
ッ
ク
氏

◆
五
時
～

　
　

イ
ビ
ウ
ー
ナ
日
伯
寺（
ブ
ラ
ジ
ル
）

�

櫻
井
聡
祐
上
人

◆
六
時
～

　
　

ハ
レ
（
ド
イ
ツ
）

�

ベ
ア
ー
タ
氏

　
　

ク
リ
チ
バ
日
伯
寺
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

�

大
江
田
晃
義
上
人

◆
七
時
～

　
　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

�

豊
田
悠
貴
氏

◆
八
時
～

　
　

長
昌
寺
（
大
分
）

�

今
井
英
之
上
人

◆
九
時
～

　

観
智
院
（
東
京
）

◆
十
時
～

　

霊
妙
庵
（
韓
国
）

六
時
礼
讃
別
時
念
仏
会

�

　

所
沢
市　

酒 

井 

正 

空

六
月
九
日
（
金
）
十
八
半
よ
り
十
日

（
土
）
十
八
時
に
か
け
て
六
時
礼
讃
別

時
念
仏
会
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。
観
智

院
で
は
初
夜
礼
讃
か
ら
始
め
、
中
夜
、

後
夜
、
晨
朝
、
日
中
、
日
沒
の
礼
讃
を

規
定
通
り
の
時
間
帯
に
勤
め
ま
す
。
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六
時
礼
讃
参
加
者

�

六
月
九
日（
金
）〜
十
日（
土
）

鎌
倉
大
仏
　
月
夜
の
別
時

念
仏
会
　
ご
案
内

長

野

市	

古

田

幸

隆

港

区	

土

屋

光

道

江
戸
川
区	

並
　
木
　
か
お
り

杉

並

区	

局
　
　
　
洋
次
郎

我
孫
子
市	

金

丸

昌

弘

中

野

区	

小

島

清

一

日
　
時

十
月
六
日
（
金
）
十
八
時
三
十
分
～

雨
天
で
も
回
廊
に
て
決
行

正
面
右
わ
き
の
通
路
奥

�

客
殿
受
付
に
集
合
（
夕
食
を
す
ま
せ

て
）

①
十
八
時
三
十
分
～
二
十
一
時
半

②
二
十
二
時
～
六
時
三
十
分

客
殿
に
て
随
時
仮
眠
も
可
能
で
す
。

翌
朝
、
六
時
半
す
ぎ
に
解
散

途
中
退
出
も
自
由

場
　
所

�

鎌
倉
高
徳
院
境
内
（
鎌
倉
駅
よ
り
タ

ク
シ
ー
で
十
分
）

柏

市	

小
岩
井
　
香
予
子

名
古
屋
市	

大
　
橋
　
　
　
舞

世
田
谷
区	

鄭
　
　
　
　
　
文

市

川

市	

服

部

道

子

西
東
京
市	

有

田

紀

男

板

橋

区	

中

村

立

道

武
蔵
村
山
市	

諸

澤

正

俊

所

沢

市	

酒

井

正

空

江

東

区	

田

中

典

幸

横

浜

市	

西

浦

珠

未

大

和

市	

邱
　
　
　
玉
　
燕

本
年
は
本
堂
に
四
天
王
を
お
迎
え
し

て
、
ま
ず
道
場
洒
水
は
私
が
、
道
場

散
華
は
諸
澤
上
人
が
各
々
勤
め
ま
し

た
。
続
い
て
毎
年
導
師
を
お
願
い
し
て

い
る
古
田
幸
隆
上
人
と
共
に
皆
で
『
別

時
念
佛
三
昧
八
誓
』を
お
唱
え
し
、「
但

信
口
称
念
仏
」「
結
帰
一
行
三
昧
」
に

依
る
如
来
の
実
在
と
本
願
の
救
済
を
確

信
す
る
意
識
を
高
め
、
念
仏
一
会
の
後
、

礼
讃
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
六
時
礼
讃
別
時
念
仏
会
で
は
中

野
善
英
上
人
の
定
め
ら
れ
た
「
道
場
清

規
」
に
則
っ
て
修
し
て
お
り
、
念
仏
、

講
話
、
休
憩
、
食
事
、
食
作
法
、
作
務

な
ど
各
々
実
践
態
度
が
説
か
れ
て
い
ま

す
。

江
戸
川
区	

中

村

和

代

倉

吉

市	

工

藤

西

華

横

浜

市	

張
　
　
　
慧
　
美

板

橋

区	

金
　
子
　
明
　
生

港

区	

土

屋

正

道

港

区	

土

屋

由

恵

港

区	

土
　
屋
　
　
　
遥

港

区	

土

屋

法

道

こ
の
よ
う
に
礼
讃
を
唱
え
る
時
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
所
作
に
お
い
て
も
如

来
様
を
中
心
に
し
て
一
日
を
自
己
修
養

の
た
め
に
費
や
す
こ
と
が
こ
の
六
時
礼

讃
別
時
念
仏
会
の
特
徴
で
す
。

礼
讃
で
は
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
散
華

行
道
に
依
っ
て
如
来
様
を
讃
歎
供
養
し
、

各
々
が
如
来
様
と
向
き
合
っ
て
如
来
様

と
親
近
し
て
、
念
仏
三
昧
の
修
練
を
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
日
没
礼
讃
」

の
お
唱
え
を
も
っ
て
日
常
生
活
に
お
け

る
罪
業
を
如
来
様
の
御
前
で
礼
拝
・
懺

悔
し
て
、
六
時
の
お
勤
め
を
終
え
、
最

後
は
結
願
法
要
を
修
し
て
、
一
日
を
通

し
て
行
じ
た
「
念
仏
」「
礼
讃
」
の
功

徳
を
回
向
し
て
成
満
と
な
り
ま
し
た
。
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柏
崎
修
養
会
参
加
者

�

五
月
二
十
六
日（
金
）・
二
十
七
日（
土
）

東

京	

土
　
屋
　
正
　
道

〃

	

土
　
屋
　
由
　
恵

千

葉	

服
　
部
　
道
　
子

柏

崎	

高
　
橋
　
教
　
正

〃

	

高
　
橋
　
豊
　
子

〃

	

岡
　
村
　
明
　
子

〃

	

与
　
口
　
勝
　
郎

真
生
同
盟
本
部
大
会

�

ご
案
内

岡
村
康
久
さ
ま
逝
去

鎌
倉
市
長
谷
二
ー
四
ー
二
八

〇
四
六
七
ー
二
二
ー
〇
七
〇
三

会
　
費

四
〇
〇
〇
円（
ご
本
尊
前
夜
食
代
込
）

服
　
装

僧
侶
の
方
は
黒
衣
・
如
法
衣

一
般
の
方
は
自
由
（
運
動
靴
が
適
）

持
ち
物

�

礼
誦
法
、
懐
中
電
灯
、
雨
具
、
防
寒

具※�

途
中
退
室
は
ご
自
由
で
す
が
、
途

中
入
場
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
下
さ

い
。

※�

御
出
席
の
方
は
十
月
四
（
水
）
日

ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
第
一
部

　

十
八
時
半　

開
白
法
要
念
仏

　
　

二
十
時　

御
法
話
休
憩

二
十
一
時
半　

木
魚
念
仏
終
了

※�

近
隣
へ
の
配
慮
に
よ
り
、
こ
れ
以

後
は
、
礼
拝
・
礼
讃
を
主
と
し
て

念
仏

　
第
二
部

　

二
十
二
時　

礼
拝

日
　
時

十
月
十
三
日
（
金
）
十
一
時

　

～
十
五
日
（
日
）
十
五
時

場
　
所

観
智
院

行
　
事

念
仏
・
法
話
・
座
談

十
五
日
六
時
増
上
寺
参
拝
大
殿
大
念
仏

法
　
要

�

十
五
日
十
三
時
半
～

�

（
御
回
向
お
申
し
込
み
下
さ
い
）

懇
親
会

　

二
十
年
時　

休
憩
夜
食

　
　
　

〇
時　

�

十
夜
法
要
（
中
夜
礼

讃
）

　
　

一
時
半　

休
憩

　
　
　

二
時　

仏
名
会
（
礼
拝
）

　
　

三
時
半　

休
憩

　
　
　

四
時　

�

別
時
勤
行
式
（
後
夜

礼
讃
）

　
　
　

五
時　

十
二
光
礼
拝

　
　
　

六
時　

結
願
法
要
念
仏

平
成
二
十
九
年
三
月
十
七
日
享
年
九

十
六
歳
に
て
、
岡
村
康
久
さ
ま
が
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
観
道
上
人
に
帰
依
さ
れ

た
ご
両
親
の
影
響
で
、
10
代
か
ら
専
心

念
仏
に
打
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
農
学
校

教
員
と
し
て
生
徒
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

る
か
た
わ
ら
、釣
り
や
テ
ニ
ス
、ス
キ
ー

で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
、
定
年
後
に
ス

キ
ー
指
導
員
の
資
格
を
取
り
毎
冬
指
導

に
出
向
か
れ
ま
し
た
。
柏
崎
真
生
会
支

部
長
を
長
ら
く
お
務
め
い
た
だ
き
現
在

修
養
会
で
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
浄
興
寺
別
院
も
岡
村
さ
ま
の
ご
尽
力

十
五
日
十
五
時
～
十
七
時

会
　
費

一
万
五
千
円

※
日
帰
り
五
千
円
懇
親
会
五
千
円

大
悲
真
生
阿
弥
陀
仏
が
忙
し
い
ア
ナ

タ
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

如
来
様
と
一
つ
に
な
る
実
感
を
得
る
ま

で
策
励
い
た
し
ま
し
ょ
う
。�

合
掌

に
よ
る
も
の
で
す
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
評
し
ま
す
。
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